
【　注目の記事　】
　　２面・３面…赤い羽根共同募金運動
　　４面…………白老町社会福祉協議会役員改選
　　５面…………白老町認知症の人と家族などの会だより
　　６面・７面…ボラセンだより
　　８面…………サロン通信・寄付報告
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社協だより「ほほえみ」は赤い羽根共同募金の助成金で発行されています。

白老町社会福祉協議会だより

　赤い羽根共同募金は、様々なボランティア・福祉団
体の活動を応援しています。写真は白老町内の非行・
犯罪の防止に努めている登別保護司会白老分区です。
教育機関との連携を深め、犯罪防止・啓発活動を通し
て青少年の非行防止活動に尽力しています。
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登別保護司会白老分区
　犯罪防止啓発活動の様子



＜募金啓発活動の流れ＞

＜助成事業の紹介＞

ー 運 動 期 間 ー
10月１日（日）～12月31日（日）

　期間中、様々な方法で募金を受付してい
ます。下記以外にも「法人募金」「職域募金」
や「窓口募金」など、多くの方にご協力い
ただけるよう運動を実施しております。

　ご協力いただいた赤い羽根共同募金は、
白老町内の子どもたち、高齢者、障がい
者などを支援する様々な福祉活動に役立
てられます。

　白老町民の皆さんを対象に防災意識の向上を目的として、町民防
災講座を開催しました。令和４年度は北海道胆振東部地震での厚真
町での体験を通じて、高齢者や障がい者の方の避難について考える
きっかけづくりを行いました。令和５年度も６ページの通り災害へ
の備えとなる講座を実施する予定ですので、ぜひご参加いただきま
すよう、よろしくお願い致します。

～ 令和５年度は以下の事業に助成しました ～

【町内福祉団体活動支援事業 － 10件】
　 胆振身体障害者福祉協会白老支部、しらおい障がい者と手をつなぐ会、北海道難病連白老支部、

社会を明るくする運動白老地区推進員会、登別地区保護司会白老分区、白老町婦人ボランティア
グループ、ヘルム３９、白老小学校青少年赤十字、はっぴー♡ふまねっとクラブ白老、白老町認
知症の人と家族などの会

【町内社会福祉事業 － ６件】
　 広報誌「ほほえみ」発行事業、出前講座、ボランティア体験学習事業、ふれあいサロン実施事業、社会

福祉功労者表彰事業、町内会連合会活動推進事業
【全道広域助成事業 － １件】
　町民防災講座

町民防災講座 ～災害時に高齢者や障がい者などを地域で支えるために～

赤い羽根共同募金運動が始まります！

街頭募金 学校募金 戸別募金
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赤い羽根共同募金　グッズ紹介 　共同募金会では、一定額以上の募金を
頂いた方にグッズを進呈しております。
グッズの一部をご紹介致します。

※グッズの在庫については事務局まで
　お問い合わせ下さい。

令和５年度「たすけ愛」歳末見舞金贈呈事業
申請受付開始のご案内

１世帯　5,000円
〇 対　象　者 〇 贈　呈　額

〇 申 請 方 法

〇 贈　呈　日

　白老町に居住する者で、R５.10.１現在、下記①～③のいずれ
かに該当する世帯で、かつ前年度総収入が103万円以下の世帯
（扶養１名につき38万円を加算する。）

　①障がい者世帯
　　　－世帯主が身体障害者手帳１級又は２級を所持する世帯
　②ひとり親世帯
　　　－世帯主が20歳未満の子を扶養しているひとり親世帯
　③高齢者世帯
　　　－世帯主が75歳以上の世帯

・見舞金を贈呈する際、本人同意の上白老町へ世帯状況及び、
　収入状況等を照会します。
・収入とは、給与収入・年金収入、株、配当金、土地売買収入など

民生委員の方から申請用紙を受け取り、
必要事項をご記入の上、ご提出下さい。
（提出が難しい場合は、社会福祉協議会
へお問い合わせ下さい。）
提出期限：令和５年11月17日（金）
提出先：地域の民生委員
※役場では取扱っておりません。

審査の上、決定し12月下旬に担当の民生
委員を通して贈呈されます。

〇　対　象　外
・現在施設に入所または、医療機関に入院されている方や10月1日以
　降長期の入所、入院をされる予定の方
・生活保護を受けている方や、子の扶養家族となっている方
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募集

　白老町共同募金委員会では現在一般社団法人
室蘭建設業協会からの義援金の助成先を募集し
ております。

＜助成金額＞
　６３，０００円(寄付額によって変動します。)

＜対　　象＞
　下記に該当する団体、施設
　▶地域福祉活動に貢献している団体、施設等
　▶先駆的な取り組みを行っている団体、施設等
　▶新たな取り組みを行っている団体、施設等

＜期　　限＞
　令和５年１０月末日まで

＜申し込み＞
　白老町社協へ電話で申込

＜そ の 他＞
　応募多数の場合は、審査して決定致します。

北海道共同募金運動
功績者表彰について

社会福祉協議会理事改選

介護入門的研修
生活援助従事者研修が
終了しました！

一般社団法人
室蘭建設業協会
義援金助成先募集

報告

報告

報告

　共同募金運動に理解を示され、共同募金運
動に特に協力して下さった方々が北海道共同
募金委員会より表彰されました。

　６月23日(金)の白老町社会福祉協議会定時評議員会において
理事の改選が行われました。旧役員の皆さまにおかれましては
長きにわたり地域福祉の推進にご尽力賜り、誠にありがとうご
ざいました。新役員一丸となって、地域福祉推進に励む所存で
すので、皆様のご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申
し上げます。新役員は右記の通りです。

　介護入門的研修が６/２～７/７、生活援助
従事者研修が７/17～８/30の期間で開催。今
年度は介護入門的研修15名、生活援助従事者
研修14名の方が修了しました。

白老町では上記の１名、１団体が表彰されまし
た。心からお祝いを申し上げます。

大　崎　雅　恵　様
白老東高等学校　様　《順不同》

会 長
副 会 長
常 務 理 事
理 事

監 事

山﨑宏一
粂田正博、吉田末治
庭山 了
堂前文男、奥村 勇
北原良仁、桜庭協一
田辺真樹、平野 弘
山口美枝子
遠藤勝寛、塚原光博
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認知症の方の
介護者リフレッシュ事業

白老町認知症の人と家族などの会だより

第２回認知症の人と
家族などの集い

アルツハイマー月間
啓発活動
アルツハイマー月間
啓発活動

グループホーム
視察研修会

案内

報告

報告報告

報告

心とからだをととのえる

〈日　時〉令和５年10月25日（水）
　　　　　10時～15時
〈内　容〉入浴と懇談　〈定　員〉18名
〈〆　切〉10月16日（月）
〈その他〉参加者の他に介護をする人がいない場合
　　　　　も対応できることがありますので、遠慮
　　　　　なくお申し出ください。また、過去に介
　　　　　護されていた方の参加も可能です。

・えがおの花咲く写真展
・読む・知る認知症コーナーの設置
・街頭PR活動(ツルハ前)
・町立図書館での図書コーナーの設置

・えがおの花咲く写真展
・読む・知る認知症コーナーの設置
・街頭PR活動(ツルハ前)
・町立図書館での図書コーナーの設置

　８月８日（火）にいきいき４・６の交流セ
ンターで今年度２回目の家族等の集いを開催
しました。ビデオ学習では、「認知症“当事
者”の声を活かすまちづくりについて」を鑑
賞し、午後は懇談会を行いました。懇談会で
は、「何かを決めるときには本人を説得する
のではなく、納得してもらうことが大切だと
分かりました。」などの感想が聞かれました。

　９月は世界アルツハイマー月間。白老町認
知症の人と家族などの会では下記の活動を行
いました。写真展では足を止めて写真を眺め
ている方も多く、“認知症を自分事に”とい
う意識が高まってきたと感じています。

　９月は世界アルツハイマー月間。白老町認
知症の人と家族などの会では下記の活動を行
いました。写真展では足を止めて写真を眺め
ている方も多く、“認知症を自分事に”とい
う意識が高まってきたと感じています。

　７月１８日（火）にグループホーム和花で
視察研修会を行いました。お部屋や居間、レ
クの様子を見学させて頂き、施設入所後の生
活について教えて頂きました。参加者から
は、「施設に入所すると不自由だと思ってい
たけど、それぞれの状況に合わせてくれてる
んだね」「施設入所も選択肢に入りました」
など視野が広がったという方もいたようです。

令和５年度のアルツハイマー月間啓発活動令和５年度のアルツハイマー月間啓発活動

　温泉に入ってゆっくりと過ごし、リフレッ
シュしませんか？

　次回の集い
は、１２月６
日（水）に開
催予定です。

懇談会の様子
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発行・お問合せ先
☎82－6306（平日8時30分～17時）

社会福祉法人　白老町社会福祉協議会
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ボラセンだより ペットボトルキャップを苫小牧の日輝通商へ搬送！

　８月 22 日（火）にボランティアさんの協力のもと、
ペットボトルキャップを搬送しました。今回は 648
㎏搬送することができました。ペットボトルキャッ
プを集めてくれる皆さん、仕分けボランティアの皆
さん、搬送ボランティアの皆さん、ご協力ありがと
うございました。“仕分けボランティアをやってみた
い”“積み込みならできるかも…”という方は下記お
問合せ先までご連絡ください。皆さんのご参加をお
待ちしています。

　現在、全国の６割の自治体で防災担当者の女性が０人であるという実態があります。また、過
去の災害発生時にエコノミー・クラス症候群になった人のうち、77％が女性でした。災害時に声
を上げにくい女性や子ども、乳幼児の命を守るために何ができるのか、みんなで考えてみましょう。

▲積み込まれたペットボトルキャップ

女性や子供視点の防災・避難所運営

講師　住友静恵 氏
（気象予報士）

案内 みんなで考える

〈日　時〉令和５年10 月11日(水) 10時～12時
〈会　場〉いきいき４・６ 交流センター
〈内　容〉講演「女性や子ども視点の防災・避難所運営」
　　　　　体験「避難所運営ゲーム北海道版」
〈講　師〉住友静恵（気象予報士）
〈対　象〉①行政、町内会、ボランティア団体の防災関係者
　　　　　②避難所運営に興味のある方
　　　　　③避難所生活について知りたい方
〈定　員〉50名
〈その他〉男性の方の参加も大歓迎です
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ちょびっとボランティア

仕分けボランティア体験

さんぽとものづくり

当事者と交わり、当事者と共に学ぶ

ペットボトルキャップの仕分けを行いました

とくいの銀行×ボランティアセンターのコラボが実現

報告

報告

報告

　７月１日（土）にいきいき４・６で手話体験学習と視覚障
がい・ガイドヘルパー体験を実施しました。耳栓をして手話
で会話をする、アイマスクをして階段を上ったり下りたりす
るなど、当事者の方がどんな生活をしているのか実際に体験

　７月５日（水）にいきいき４・６でペットボトルキャップの仕
分け体験を行いました。ボランティアセンターでは、仕分けボラ
ンティアへの参加を検討している個人の方や団体向けに仕分け
の方法をレクチャーする講座を行っています。リサイクル物品の
収集を続けるには、ボランティアさんの協力が不可欠です。

　８月３日（木）に、海岸でのごみ拾いとミニチュアフードづく
り、流木アートの作成、ペットボトルキャップの仕分けを行いま
した。今回は、「さんぽ」のとくいと「ミニチュアフードづくり」
のとくいを引き出しました。参加者の方からは、「海岸が少しで
も綺麗になってよかった」「可愛い作品が出来て嬉しかった」と

しました。講師の方からは、「上手なだけの手話は流れていってしまうので、伝えたいという思い
が大切です」「目が見えないと周りの景色が分からないのでどこに何があるのかを教えると楽しい
お出かけになります」と教えて頂きました。まとめの時間では「手話は全部完璧にやらないといけ
ないと思っていた」「自分にできることがあると分かって嬉しい」などの感想が聞かれました。

　“やってみたい”という方はお気軽に下記お問合せ先までご連絡下さい。

いう声が上がりました。

編 集 後 記
　今年の夏は暑かったですね。元々暑さに強い方では
ないのでしんどい夏でした…。せめて秋は過ごしやす
くなるといいなぁと期待しています。秋にも社協では
様々なイベントを企画しています。ご都合のつく方は
ご参加いただければ嬉しいです。それではまた次回。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（喜納）

手話体験の様子

仕分けボランティア体験

仕分け体験とゴミ拾いの様子
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発行・お問合せ先
☎82－6306（平日8時30分～17時）

社会福祉法人　白老町社会福祉協議会
〒059-0904　白老郡白老町東町4丁目6番7号

ふれあいサロン通信 白老町の“集いの場”を紹介します

　町民同士がつどい、自分たちで活動内容を考えて実施することを通じて、「生
きがいづくり」や「仲間づくり」を進める“通いの場（通称ふれあいサロン）”。
白老町でも様々な“通いの場”があります。今回もふれあいサロンの活動支援を
担当している白老町社協生活支援コーディネーターの喜納 ( きのう ) が、町内で
活動されているサロンを紹介します。

　今回紹介するのは虎杖浜で活動する「えがおサロン」。近所の友人を中心に結成されたサロンで、月に１回、
虎杖浜生活館で色々なレクを行ったり、お話をしながら交流を楽しまれています。白老町では、“５名以上

【虎杖浜　えがおサロン】

集まっていて、半数以上が６５歳以上”・“原則月１回、１時間以上
開催する”という集まりをふれあいサロンとして助成しています。
白老町社協の生活支援コーディネーターは立ち上げのお手伝いをし
ています。気になる方は、お気軽に社協の喜納（きのう・0144-82-
6306 ）までご連絡下さい。
　ご連絡、お待ちしております！

坂口周（車椅子1台、折り畳み式リクライニングベッド1台、紙おむつ3袋、ベッド用テーブル1台）

㈲北海道新聞おぎの販売所、竹浦長寿会、社会福祉法人ホープフロンティア、長島英明、天理教竹浦分教会、白老町立白翔中学
校生徒会、虎杖浜臨海区町内会、川辺正次、ひょっとこ踊り白老愛好会、アヨロ温泉、天理教吉菊分教会、天理教北正徳分教会、
海の別邸ふる川、安田嘉広

橋本三千代（白老）

皆様方の温かい善意に感謝申し上げます

ペットボトルキャップ・リングプル・使用済切手などリサイクル預託

令和５年６月１日から令和５年８月３１日まで（敬称略） 
弔慰寄付

中山廣子（タオル72 枚）、白老婦人会（清拭布2,000 枚）、匿名（タオル30 枚）物品預託

ホームヘルパー
(訪問介護員)

厨房調理員
（パート）

　　　　  月額 145,200 円～187,200 円  年 1 回昇給あり  賞与年２回
　　　　　交通費、介護福祉士手当規程による支給あり
　　　　  8:30～17:15      -勤　務-   週５日(月曜～金曜)
　　　　  普通運転免許・初任者研修(ヘルパー２級)以上
　　　　  パート勤務も募集しておりますのでお気軽にご連絡下さい。

-給　与-　時給 970 円～1,070 円  年 1 回昇給あり
　　　　　交通費規程による支給あり
-時　間-　8:00～15:00      -勤　務-   週３～５日(シフト制)
-その他-　労働日数については応相談。

～随時採用しておりますので、お気軽にお問合せ下さい～職員募集

－その他－

－その他－

－勤務－

－勤務－

－給与－

－給与－

－時間－

－時間－

－資格－

野外えがおサロンの様子

お気軽に
お声がけください！

（8） 令和5年10月1日　第162号 https://shiraoi-syakyo.com/ほほえみ


